
2022

1
No.372
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令和4年 年頭 のあいさつ
特 集

伊仙町 町長

大久保 明

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
町
政
の
推
進
に
深
い
ご
理
解

と
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
展

に
加
え
、
相
次
ぐ
自
然
災
害
の
発
生
、
更
に

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と
い

う
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
状
況
下

で
、
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
種
々

ご
苦
労
さ
れ
、
ま
た
、
様
々
な
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
私
た
ち

の
自
治
体
に
お
き
ま
し
て
も
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
見
据
え
た

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
7
月

に
「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及

び
西
表
島
」
が
世
界
自
然
遺
産
と
し
て
登
録

さ
れ
る
と
い
う
大
変
喜
ば
し
い
結
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
が
世

界
に
誇
る
こ
と
の
で
き
る
宝
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
登
録
を
契
機
に
、
官
民
一
体
と
な
っ

た
環
境
保
全
対
策
の
強
化
並
び
に
人
と
自
然

が
調
和
し
た
施
策
づ
く
り
、
日
置
市
と
の
連

携
を
生
か
し
た
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
、
脱

炭
素
及
び
環
境
保
全
事
業
に
対
す
る
支
援
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
　

　
定
住
人
口
・
交
流
人
口
の
増
加
と
産
業
支

援
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
世
帯
・
高
齢
者
・

単
身
者
向
け
の
住
宅
建
設
、
空
き
家
を
活

用
し
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
設
置
、
親
子
留
学
や
ふ
る
さ
と
留

学
制
度
を
活
用
し
た
小
規
模
校
区
の
活
性

化
を
始
め
、
町
内
観
光
施
設
・
宿
泊
施
設

の
整
備
や
伝
統
文
化
・
エ
コ
ツ
ア
ー
と
い
っ

た
観
光
資
材
の
拡
充
、
土
づ
く
り
や
、
高
価

値
品
目
研
究
へ
の
支
援
な
ど
、
各
種
農
業
振

興
に
取
り
組
み
、
４
年
間
で
人
口
増
加
を
実

現
い
た
し
ま
す
。

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
子
ど
も
た

ち
が
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
子

育
て
に
関
す
る
祝
い
金
の
充
実
、
給
食
サ
ー

ビ
ス
支
援
の
拡
充
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
島
唄

大
会
出
場
へ
の
助
成
、
各
種
専
門
資
格
の
取

得
支
援
な
ど
子
育
て
支
援
の
強
化
、
地
域
サ

ロ
ン
の
充
実
に
よ
る
健
康
寿
命
の
延
伸
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
強
化
及

び
離
島
医
療
体
制
の
充
実
、
保
育
士
・
介
護

従
事
者
に
対
す
る
待
遇
改
善
な
ど
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
人
材
育
成
と
起
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
行

政
職
員
O
B
の
活
用
や
他
自
治
体
と
の
交

流
な
ど
行
政
職
員
の
資
質
向
上
、
農
業
技
術

員
の
確
保
に
向
け
た
農
業
大
学
進
学
等
に
関

す
る
支
援
、
人
材
育
成
に
資
す
る
基
金
の
創

設
、
町
内
起
業
を
後
押
し
す
る
仕
組
み
づ
く

り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
行
政
運
営
の
構
築
と
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
集
落
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
と
課
題
を
検
証
し
、
大
胆
な
事
務
事

業
の
見
直
し
と
組
織
改
革
の
断
行
、
透
明
性

と
柔
軟
性
の
あ
る
行
政
運
営
、
東
部
・
中
部
・

西
部
地
区
振
興
政
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
町
民
総
活
躍
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

社
会
福
祉
法
人
と
の
連
携
に
よ
る
障
が
い

者
の
農
林
水
産
業
の
技
術
習
得
と
雇
用
の

場
の
創
出
に
よ
る
生
き
が
い
づ
く
り
、
官

民
一
体
と
な
っ
た
農
福
連
携
事
業
の
拡
充

に
よ
る
新
た
な
モ
デ
ル
の
確
立
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
の
政
策
を
着
実
に
実
行
し
、
年
齢
、

性
別
、
障
が
い
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず

「
す
べ
て
の
町
民
を
主
役
と
し
た
生
涯
活
躍

の
ま
ち
づ
く
り
」
実
現
を
目
指
し
た
施
策
を

展
開
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
、
内

外
の
平
和
と
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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令和4年 年頭 のあいさつ

伊仙町教育委員会
教育長

大山 惣二郎

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に

満
ち
溢
れ
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
学
校
教
育
や
生
涯
学

習
、
特
別
支
援
教
育
に
対
し
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
社
会
は
、
情
報
化

や
国
際
化
と
い
っ
た
大
き
な
変
化
が
、
予
想
を
超

え
て
加
速
度
的
に
進
展
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
予
測
困
難
な
変
化
に
主
体
的
に
向
き

合
い
、
自
ら
の
可
能
性
を
発
揮
し
、
よ
り
よ
い
社

会
と
幸
せ
な
人
生
の
創
り
手
と
な
る
力
を
身
に
付

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
教
育
は
、こ
れ
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統・文
化・

歴
史
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
子
ど
も

た
ち
が
そ
れ
を
基
に
し
て
、
新
し
い
時
代
を
創
る
力
を

身
に
付
け
る
よ
う
に
育
て
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

元
気
、や
る
気
、頑
張
る
気
は
無
限
で
す
。

し
か
し
、
時
間
だ
け
は
有
限
で
す

1

学
校
教
育
と
I
C
T
活
用

2

　
先
生
方
は
よ
く
「
子
ど
も
が
一
番
」
と
言
い
ま

す
。
勿
論
子
ど
も
た
ち
は
大
切
で
す
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
命
と
同
じ
く
ら
い
先
生
方
の
命
も
大
切
で
す
。

　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
（
業
務
改
善
）
と
言
う
と
、

先
生
方
が
楽
を
す
る
た
め
で
は
な
い
か
と
言
う
人
も

い
ま
す
。
働
き
方
改
革
を
進
め
る
理
由
は
、「
先
生

方
に
元
気
で
長
く
子
ど
も
た
ち
を
指
導（
生
活
指
導
、

学
習
指
導
、
健
康
管
理
等
）
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
気
持
ち
」
そ
れ
に
尽
き
ま
す
。
決
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
先
生
方
の
働
き
方
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

く
、
学
校
が
い
か
に
持
続
可
能
で
あ
る
か
を
皆
で
前

向
き
に
考
え
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
先
生
方
の
中
に
も
、
自
分
の
生
き
が
い
を
奪
わ

な
い
で
ほ
し
い
と
言
わ
れ
る
方
も
い
ま
す
。「
先

生
方
の
元
気
、や
る
気
、頑
張
る
気
は
無
限
で
す
。」

　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
。
他
の
誰
の
た
め
で

も
な
く
、
教
師
が
自
ら
選
ん
だ
大
切
な
仕
事
を
、

喜
び
を
持
っ
て
長
く
続
け
て
も
ら
う
た
め
の
取

り
組
み
で
も
あ
り
、
教
師
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
を
笑
顔
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
後
押
し
を
し
て
く
れ
る
味
方

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
先
生
方
の
健
闘
を
讃
え
、
さ
ら
に
飛
躍
の
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

　
現
代
で
は
、
I
C
T
機
器
が
い
つ
も
当
た

り
前
に
そ
こ
に
あ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
操

作
を
理
解
す
る
こ
と
や
文
字
の
入
力
な
ど
の
ス

キ
ル
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
一
方
的
に
知
識
を
与
え
る
授
業
は
通
用
し
な
く
な
る

　
学
習
活
動
の
中
で
、
一
人
一
台
の
端
末
を
ど

の
よ
う
に
活
用
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
多

く
の
先
生
は
「
調
べ
学
習
」
を
真
っ
先
に
思
い

浮
か
べ
る
と
思
い
ま
す
。
今
は
情
報
端
末
か
ら

自
由
に
、
手
軽
に
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
時

代
に
な
り
ま
し
た
。
知
っ
て
い
る
こ
と
よ
り
も
、

調
べ
て
得
た
情
報
の「
信
憑
性
」を
判
断
し
た
り
、

情
報
を
も
と
に
自
分
の
考
え
を
整
理
し
た
り
す

る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
調
べ
る
と
い
う
行
い
が
、

こ
れ
か
ら
の
学
習
活
動
で
重
要
に
な
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
検
索
に
は
、
多
種
多
様
で
膨
大
な
量
の
情
報
が

表
示
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
様
々
な

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

「
一
方
的
に
知
識
を
与
え
る
授
業
」
は
通
用
し
な

く
な
り
ま
す
。
特
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で

一
通
り
の
情
報
を
調
べ
て
、
お
お
よ
そ
の
こ
と
を

理
解
し
た
子
ど
も
は
、「
こ
こ
ま
で
は
分
か
っ
た

が
、
こ
こ
か
ら
は
分
か
ら
な
い
」「
矛
盾
す
る
情

報
が
出
て
き
た
が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
い
か
」

と
、
課
題
に
対
す
る
本
質
的
な
問
い
を
発
す
る
よ

う
に
な
る
。
得
た
情
報
が
、
本
当
に
信
用
で
き
る

情
報
な
の
か
と
考
え
た
り
、
い
く
つ
か
の
情
報
と

比
較
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
気
付
き
や
疑

問
が
生
ま
れ
、
学
び
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　
教
師
は
、
そ
う
し
た
様
々
な
気
付
き
や
疑
問
を

聞
い
て
、
判
断
し
な
が
ら
授
業
を
展
開
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
授
業
づ
く
り
は
難
し
く
な
り
、
先

生
方
も
大
変
で
す
。
け
れ
ど
も
、こ
れ
ま
で
の「
知

識
を
一
方
的
に
伝
達
す
る
授
業
」
よ
り
も
楽
し
い

授
業
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
教
科
の
学
力
向
上

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
す
で
に
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
情
報
環
境
は

変
わ
り
ま
し
た
。
新
し
い
環
境
に
適
応
し
た
新
し

い
授
業
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
教

師
が
一
歩
踏
み
込
ん
で
い
け
る
か
ど
う
か
が
問
わ

れ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
中
で
課
題
も
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面（
安
全
性
）で
す
。

情
報
漏
洩
（
個
人
情
報
、
著
作
権
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ウ
イ
ル
ス
、
詐
欺
等
）
な
ど
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

リ
ス
ク
か
ら
端
末
シ
ス
テ
ム
を
守
る
こ
と
は
勿
論

で
す
が
、
児
童
、
生
徒
に
授
業
と
は
関
係
の
な
い

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
適
用
、
応
用
）
に
ア
ク
セ

ス
さ
せ
な
い
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
も
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
上
の
課
題
で
あ
り
、
同
時
に
、
年
齢
に
応
じ

た
正
し
い
知
識
と
リ
ス
ク
回
避
の
力
を
身
に
付
け

さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
活

用
は
、
授
業
ま
た
は
学
力
向
上
に
お
い
て
も
一
つ

の
手
段
で
あ
り
、
各
教
科
の
ね
ら
い
の
基
に
据
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、教
育
行
政
の
充
実・

発
展
に
教
育
委
員
会
が
一
丸
と
な
り
、
町
民
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
が
み
な
さ
ま
方
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
に
満

ち
た
、
充
実
し
た
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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　当日は、新型コロナウイルス
感染対策として参加者を制限し、
徳之島三町長をはじめとして国
や県等の関係機関や民間団体など、約 150 人が出席しました。
　式典では、塩田康一知事 ( 須藤明裕副知事代読 ) のあいさ
つから始まり、森山裕衆議院議員ら7 氏の来賓あいさつ、玉
城デニー沖縄県知事のビデオメッセージ、三町長あいさつ、世
界遺産認定証 ( レプリカ ) の授与、花徳小学校児童による自
然保護活動の発表が
あり、これまで世界
自然遺産登録推進に
ご尽力いただいた皆
様へ感謝するととも
に、世界に誇ること
のできるこの豊かな
自然環境を次世代に
継承していく決意を
新たにしました。

宝ランド祭り
　「住民による住民のための世界自然遺産登録記念イベント『宝ランド祭り』」が１２月５日（日）に
徳之島なくさみ館（徳之島地域文化情報発信施設）で開催されました。
　当日は島民をはじめとした島出身者や関係機関及び団体等、島内外から約 1,500 名が集まり、
世界自然遺産の登録を祝いました。

　本イベントは、多くの地域住民が自然に関心を持ち、自
然保護活動へ積極的に関わっていける機運の向上を図るこ
とを目的に、「宝ランド祭り実行委員会」が主催し、多くの
高校生が準備や運営を支えました。
　イベントでは、関係機関の祝辞や専門家による世界自然
遺産について考える講演をはじめ、「世界の宝を守る島人宣
言」、徳之島の豊かな自然を表現した創作ダンス、徳之島
出身のアーティストによる歌謡ショー等が行われました。
【主催団体】（順不同）
■徳之島三カ町議会議員連絡協議会
■ＮＰＯ法人徳之島虹の会　　    ■徳之島建設業協会
■徳之島地区自然保護協議会　   ■とくのしま漁業協同組合
■ＪＡあまみ徳之島事業本部　     ■ＪＡあまみ天城事業本部
■徳之島地区さとうきび部会　     ■天城地区さとうきび部会
■県立徳之島高等学校生徒有志　■樟南第二高等学校生徒有志

　「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」の世界自然遺産登録記念式典が
11 月 13 日 ( 土 ) に徳之島町文化会館で行われました。

●世界自然遺産について考える講演●関係機関 祝辞●世界の宝を守る島人宣言

●創作ダンス「いのち未来へ」

世界自然遺産登録記念式典

ホ ー
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スポーツ少年団大会出場報告令和
３年度

●面縄レッドソックス

●伊仙剣道スポーツ少年団

●阿権バレースポーツ少年団（混合）
●面縄バレースポーツ少年団

●犬田布野球スポーツ少年団

●伊仙野球スポーツ少年団

●伊仙オールスターズ（写真上）

●伊仙拳心館

第 10 回 龍馬旗争奪
西日本小学生野球大会
第３回 かしん杯鹿児島県学童
軟式野球大会

第 41 回 全日本学童軟式野球
大会マクドナルドトーナメント
鹿児島県予選大会

第 49 回 鹿児島県スポーツ
少年団競技別交歓大会

第 49 回 鹿児島県スポーツ
少年団競技別交歓大会

第 38 回 鹿児島県下学童
親善交流軟式野球大会

第 34 回 九州大会少年軟式
野球県予選大会兼第 43 回 
県下学童軟式野球選手権大会

第７回 全九州少年少女
空手道選手権大会

JOC ジュニアオリンピックカップ文部科学大臣旗 
彩の国杯全国第 15 回 全国中学校空手道選抜大会

7/30〜8/4

10/30・31

5/2・5/3

12/19

11/21

12/26

11/27・28

5/2・5/3

6/26・27

3/28〜30

バレー
ボール野 球

剣 道

空 手

第 34 回 鹿児島県小学生
バレーボール 男女優勝大会

（安藤旗）

●面縄バレースポーツ少年団（写真下）

※伊仙町各種スポーツ競技大会出場補助金交付対象団体のみ掲載



奄美群島の農業整備に向けて

企業誘致活動・伊仙町サテライトオフィス事業案内セミナー
　11 月 25 日午前中、東京都内において、セコム医療システム（株）本社を訪問。小松社長と面会し、サテライトオフィ
ス誘致のため町長トップセールスを実施しました。町長以下職員による町の支援策を説明後、意見交換を行い、サテ
ライトオフィス開設に向けた働きかけを行いました。午後からは、新橋駅近くの会場において、伊仙町サテライトオフィ
ス事業案内セミナーを開催しました。セミナーの目的は、首都圏企業の地方拠点として、伊仙町へのサテライトオフィ
ス誘致を目的としています。セミナーへの参加企業２０社、約４０名の参加がありました。町職員によるプレゼンテーショ
ンを行い、伊仙町の産業や特産品、観光地など町の魅力を紹介し、ふるさと納税返礼品の PR も行いました。
　現在、旧徳之島農業高等学校 4 階部分をサテライトオフィスとして利用できるよう改修工事を行っています。伊仙町に
おいては、公設・民設のサテライトオフィス整備が
進んでおり、拠点としての活用が可能であることや
町の支援策について参加企業へ説明を行いました。

6広報いせん  令和 4 年1月号（No.372）

奄美群島農業農村整備事業推進協議会
中央要請活動及び町長トップセールス

　令和３年１１月１７日・１８日の両日、奄美群島農業農村整備事業推進協議会会長・大久保伊仙町長、鹿児島県農
業農村整備事業推進協議会会長・本坊南さつま市長、鹿児島県国営土地改良事業推進連絡協議会会長・永野肝付
町長、鹿児島県水土里サークル活動支援協議会会長・宮路氏は国の令和４年度農業農村整備事業編成に向けて、

①「農業農村整備事業の推進のための
　 所用額確保」
②「多面的機能支払交付金の推進」
③「特殊土壌地帯災害防除及び振興
　 臨時措置法（特土法）」の期限延長
に関する要請活動を行いました。

　１７日は農水省の宮崎農林水産大臣政務官、牧
元農村振興局長、川合農村振興局整備部長、財
務省の野村主計官、１８日は小里自民党政調副会
長、野村参議院議員、国交省の青柳局長、吉田
官房審議官、笹野振興官へそれぞれ要望書を手
渡し、意見交換を行いました。

町長トップ
セールス

※サテライトオフィス・・企業の本社・本拠から離れた場所に設置されるオフィス
※テレワーク・・情報通信技術を活用し時間や場所の制約を受けずに柔軟に働く形態をいう

●伊仙町サテライトオフィス事業案内セミナー●セコム医療システム（株） 小松社長との面談
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花
い
っ
ぱ
い
運
動

軽
石
撤
去
作
業

西
犬
田
布
団
地

     

安
全
祈
願
祭

11
26

11
24

11
28

　

奄
美
大
島
法
人
会
伊
仙
町
支
部
か
ら
、
社
会
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
、
伊
仙
町
内
小
中
学
校
（
3
中
学
校
、
8

小
学
校
）
の
校
内
周
辺
の
美
化
活
動
推
進
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
伊
仙
町
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
、
花
苗
・

プ
ラ
ン
タ
ー
等
一
式
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

3
年
に
わ
た
り
実

施
す
る
計
画
と
な
っ

て
お
り
、
本
年
度

は
、
町
内
の
3
小
学

校
（
伊
仙
・
面
縄
・

犬
田
布
）
へ
花
苗
・

プ
ラ
ン
タ
ー
等
計
45

セ
ッ
ト
（
各
校
15

セ
ッ
ト
ず
つ
）
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
底
火
山
で
噴

出
し
た
大
量
の
軽

石
が
全
国
各
地
に

漂
着
し
、
漁
業
な

ど
に
深
刻
な
影
響

を
与
え
て
い
る
問

題
で
、
本
町
に
お

い
て
も
喜
念
浜
を

は
じ
め
と
し
て
町

内
各
地
に
大
量
の

軽
石
が
漂
着
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、

伊
仙
町
役
場
職
員

約
30
名
が
軽
石
の

撤
去
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

西
犬
田
布
団
地
の
建
設
工
事
に
係
る
安
全
祈
願
祭
が
建

設
予
定
地
で
開
催
さ
れ
、
町
関
係
者
や
町
議
会
議
員
、
集

落
区
長
、
工
事
関
係
者
ら
約
30
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
で
は
、
義
名
山
神
社
宮
司
に
よ
る
神
事
の

後
、
大
久
保
町
長
と
設
計
者
で
あ
る
有
限
会
社
平
安
企
画

設
計
の
平
安
博
海
代
表

取
締
役
、
工
事
関
係
者

の
代
表
が
鍬
入
れ
の
儀

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

大
久
保
町
長
や
町
議
会

議
員
、
集
落
区
長
な
ど
出

席
者
の
代
表
が
玉
串
を

捧
げ
、
工
事
の
安
全
を
祈

願
し
ま
し
た
。

　

同
団
地
に
は
木
造
平

屋
2
棟
4
戸
が
整
備
さ

れ
、
人
口
の
増
加
や
地

域
住
民
と
の
交
流
な
ど
、

集
落
の
更
な
る
活
性
化

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●贈呈総個数
・花苗（ペチュニア・ベゴニア）・・・・・・・・ 計135個
・プランター ・・・ 計45個      ・培養土 ・・・ 計27個

●回収量
・フレコン 26袋＝総トン数 約12トン



INFORMATION各課からみなさまへ。暮らしに役立つお知らせです。
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■
お
問
い
合
わ
せ

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
く
ら
し
支
援
課

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
56
）

　

伊
仙
町
役
場 

建
設
課

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
44
）

　

申
告
は
、町
県
民
税
の
賦
課
資
料
と
な
る

だ
け
で
な
く
、国
民
健
康
保
険
税
、後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
、介
護
保
険
料
等
の
算

定
の
基
礎
に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、所
得
・
税
金
に
関
す
る
証
明
、国

民
年
金
保
険
料
免
除
、福
祉
、子
育
て
支
援

申
請
等
、様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
に
申
告
が
必
要
で
す
。

　

令
和
４
・
５
年
度（
町
内
業
者
に
つ
い
て

は
令
和
４
年
度
）

　

伊
仙
町
入
札
参
加
資
格
申
請
を
、下
記
の

通
り
受
け
付
け
ま
す
。

た
だ
し
、口
答
で
の
支
出(

経
費)

報
告

及
び
領
収
書
の
み
の
報
告
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。箇
条
書
き
で
よ
ろ
し
い
の
で
、

経
費
を
メ
モ
用
紙
等
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

各
集
落
巡
回
の
申
告
受
付
日
程
は
、左

記
の
と
お
り
で
す
。

　

令
和
３
年
度
申
告
が
ま
だ
お
済
み
で
無

い
方
は
、役
場
く
ら
し
支
援
課
で
申
告
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
経
費
は
領
収
書
ま
た
は
支
出
の
確
認
で

き
る
も
の
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⃝

く
ら
し
支
援
課

⃝

建
設
課

令
和
４
年
度
町
県
民
税
申
告
受
付
に

つ
い
て

令
和
4・5
年
度

（
町
内
業
者
に
つ
い
て
は
令
和
4
年
度
）

入
札
参
加
資
格
申
請
受
付
に
つ
い
て

■
申
告
に
必
要
な
も
の

●
印
鑑
●
障
が
い
者
控
除
を
受
け
る
場

合
、障
が
い
者
手
帳
等

〈
以
下
、令
和
３
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
の
も
の
〉

●
給
与
・
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票（
原
本
）

●
収
支
内
訳
書
●
帳
簿
●
領
収
書
等

●
各
種
保
険
料
の
支
払
報
告
書（
生
命
保

険
・
個
人
年
金
・
地
震
保
険
・
国
民
年
金
等
）

●
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
、医
療
費

の
明
細
書（
領
収
書
）

●
寄
付
金
を
払
っ
た
場
合
、地
方
公
共
団

体
等
の
受
領
証
等

■
日
時

　

令
和
４
年
１
月
４
日(

火)

～

　

令
和
４
年
２
月
２
８
日(

月)

　
（
当
日
消
印
有
効
）

■
受
付
先

　

伊
仙
町
役
場 

建
設
課

　

※
詳
細
は
伊
仙
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
と

し
て
、会
場
に
手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を

用
意
し
ま
す
の
で
、消
毒
に
ご
協
力
下
さ
い
。

ま
た
、マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
扶
養
が
あ
る
方
は
、扶
養
親
族
の
有
無
を

申
告
書
で
確
認
し
ま
す
。受
付
時
に
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

※
夫（
妻
）ま
た
は
親
等
の
扶
養
に
入
っ
て
い

る
方
も
印
鑑
を
持
参
し
、申
告
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

日付 集落名 受付時間 場所

2/1（火）

御前堂 午前10：00～午前11：30 伊仙町総合体育館

喜 念 午後1：30～午後4：00 喜念生活館

八重竿 午前10：00～午前11：30 営農研修センター

小 島 午後1：30～午後4：00 青少年会館

2/2（水）

佐 弁 午前9：30～午前11：30 営農研修センター

東目手久 午後1：30～午後4：00 青少年会館

河 地 午前9：30～午前11：30 河地福祉会館

糸木名 午後1：30～午後4：00 糸木名生活館

2/3（木）

西目手久 午前9：30～午前11：30 西目手久公民館

東面縄 午後1：30～午後4：00 青少年会館

上 晴 午前9：30～午前11：30 営農研修センター

崎 原 午後1：30～午後4：00 青少年会館

2/4（金）

上面縄東・西 午前9：30～午前11：30 上面縄生活館

古 里 午後1：30～午後4：00 営農研修センター

東犬田布 午前9：30～午前11：30 西公民館

西犬田布 午後1：30～午後4：00 西犬田布生活館

2/7（月）

下検福 午前9：30～午前11：30 下検福生活館

上検福 午後1：30～午後4：00 営農研修センター

木之香 午前9：30～午前11：30 木之香生活館

東・西阿権 午後1：30～午後4：00 阿権福祉会館

2/8（火）

西伊仙東 午前9：30～午前11：30 みらい館

西伊仙西 午後1：30～午後4：00 西伊仙児童館

西阿三・鹿浦 午前9：30～午前11：30 西阿三生活館

東阿三 午後1：30～午後4：00 東阿三生活館

2/9（水）

東伊仙東 午前9：30～午前11：30 東伊仙東公民館

東伊仙西 午後1：30～午後4：00 中央公民館

中伊仙東・西 午前9：30～午前11：30 中央公民館

馬根・中山 午後1：30～午後4：00 馬根生活館



町長の動き
月日 行事 場所

11/16（火） PASCO 芳倉様 面談

東京

17（水） 全国町村会 100 周年記念式典及び全国町村長大会

18（木）
令和4年度農業農村整備事業の予算等に関する要請活動

徳洲会理事長 安富祖様 打合せ
19（金） 環境省訪問

22（月）
鹿児島銀行 副頭取 面談

鹿児島
農山漁村振興交付金の活用による地域活性化の為の現地視察

23（火） 東京奄美会 令和 3 年「総会・世界自然遺産登録記念式典」

東京

24（水）

農林水産省 訪問

三井住友銀行 永田部長 面談

( 株 ) アンビスホールディングス訪問 代表取締役 CEO 柴原様

参議院議員 尾辻議員・宇都議員 面談

内閣官房大森参事官 面談

NPO 法人ジャパンハート 訪問

25（木）

セコム医療システム（株） 小松社長 面談

「伊仙町サテライトオフィス事業」案内セミナー

（株）三菱総合研究所 松田智生様 面談
26（金） 徳之島農業経営者クラブ 第 1 回徳之島農業を語る会 天城町

28（日） 西犬田布団地新築工事安全祈願祭
伊仙町

29（月）
国土交通省九州運営支局鹿児島支局長 来庁

徳之島地域公共交通活性化協議会設立総会 天城町

30（火） 令和 3 年第 5 回伊仙町議会臨時会 伊仙町

12/1（水）
経済同志会より世界自然遺産登録に対する寄付の贈呈式 徳之島町

日本マルコ（株）社長 来庁

伊仙町

2（木）

徳之島高校校長先生　来庁

AGF 竹内社長 徳之島訪問

( 株 ) モンベル 来庁
3（金） 伊仙水泳ほーらい館育成会報告会
5（日） 宝ランド祭

6（月）
南西糖業社長 来庁

区長会
7（火） 令和 3 年第 4 回伊仙町議会定例会 ( 本会議 )
8（水） 令和 3 年第 4 回議会定例会 ( 本会議・委員会 )
9（木） 令和 3 年第 4 回議会定例会予定 ( 本会議 )
13（月） 南西糖業安全祈願祭
14（火） 南日本情報処理センター 中村社長 来庁

伊仙町長の1 ヵ月の主な動静を紹介いたします。

9

　令和 2 年度伊仙町一般会計歳入歳出決算の不認定を踏ま
え、必要な措置を講じたので、地方自治法第 233 条第 7 項
に基づき次のとおり公告いたします。

令和2年度
伊仙町一般会計歳入歳出決算の
不認定に係る措置について
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開発基金からのお知らせ
■開発基金は、奄美群島の産業振興を図るため、融資業務・保証業務により事業者の方々
　への事業資金の円滑な供給に努めています。
■融資業務は、第１次産業から第３次産業の方が対象です。奄美群島の特性に即した事
　業を行っている方に開発基金が直接ご融資いたします。

■保証業務は、第１次産業から第３次産業の方が対象です。事業者の方が、金融機関か
　ら借入をされる際に、開発基金が信用保証を行います。（詳細については開発基金、各
　金融機関、各商工会等へお問い合わせください。）

※貸付金利は、令和３年１1月１８日現在のものです。
　（一部の資金や経営状況等により利子補給が受けられる場合があります。）
※貸付期間及び貸付利率は資金使途などにより異なります。また融資にあたっては所定の審査が必要とな
　ります。（詳細については開発基金までお問い合わせください）

〒 891－7101　 大島郡徳之島町亀津２９２８－４
●電話番号：0997-82-0309   ●ＦＡＸ：0997-82-2362
●ＨＰアドレス：https://www.amami.go.jp   ●Ｅメ－ル：kikin-gyomu@amami.go.jp

独立行政法人奄美群島振興開発基金 徳之島事務所お問い合わせ先

資金名 資金使途 貸付の限度額 貸付期間 貸付利率

農・林業振興資金
（果樹の植栽、畜舎・堆肥舎の建設、農
地取得及び造成、農業用機械の購入、
家畜購入、農産物栽培等の施設設備、
樹苗、椎茸、木材生産加工等）

設備資金 個人　1,800 万円
法人　3,600 万円 5 ～15 年 0.30 ～ 0.45%

水産業振興資金
（漁船取得、改造、装備購入、養殖施設整
備、共同利用施設等）

設備資金 個人　2,000 万円
法人　5,000 万円 5 ～ 20 年 0.45 ～ 0.95%

観光関連産業振興資金
（民宿、ホテル、遊漁船、ダイビング、観光
ガイド、土産品製造等）

設備資金
運転資金

個人・法人
1億円

設備　20 年
運転　 7 年

設備
0.91～ 2.70%

運転
1.31～ 2.81%

流通・加工業等振興資金
（一次産業従事者の運転資金)
（農林水産物等の流通加工業等）

地域資源等振興資金
（大島紬、黒糖焼酎等の特産品並びに地
域の資源・技術等を活用した商品の製造・
販売業）

地域活性化・雇用促進資金
（情報通信産業、企業立地、雇用の促進
等地域活性化に資する事業）



あなたの年金 簡単便利な「ねんきんネット」で!

スマートフォンでの初回利用登録の手順 （マイナンバーカード読取対応の
スマートフォンをお使いください。）

※マイナポータルへのアクセスはこちらから→
（https://myna.go.jp）

①マイナンバーカードの利用者証明用電子証明書の
　パスワードを入力
②マイナンバーカードをかざして読み取り
③マイナポータルへのログインが完了

「ねんきんネット」の初回利用登録は
マイナンバーカードが便利です!
STEP1 マイナポータルへログイン

①マイナポータルのトップ画面の「もっとつながる」を押す
②「ねんきんネット（日本年金機構）」の「つなぐ」を押す
③「ねんきんネット」の初回利用登録が完了

「ねんきんネット」は、お客様がパソコンやスマートフォン等でご自身の年金情報を
手軽に確認できるサービスです。

STEP2 「ねんきんネット」の初回利用登録

「ねんきんネット」のサービス紹介

ご自身の年金記録の確認

050から始まる電話で
おかけになる場合は
03-6700-1144

ご自身の国民年金の記録や、お勤めになられた会社の履
歴、標準報酬月額、賞与額が確認できます。

将来の年金見込額の試算 働きながら年金を受け取る場合や、年金の受給開始を遅ら
せる場合などさまざまな条件に合わせた試算ができます。

電子版「ねんきん定期便」の閲覧 紙の「ねんきん定期便」と同じ年金記録を1か月程度早く閲
覧できます。ダウンロードも可能です。

各種通知書の確認

0570-058-555▶お電話での確認
（専用番号）

年金振込通知書や年金額改定通知書などの通知書が確認
できます。ダウンロードも可能です。

スマホと

国民年金保険料控除証明書や公的年金の源泉徴収票などの再交付申請や国民年金保険料
免除・納付猶予申告などの届書を簡単に作成・印刷ができます。他にも…
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人口の動き
（2021 年 11 月末日現在）

※総人口は、外国人含む。

総人口 6,485 人

男 3,303 人

女 3,182 人

世帯数 3,491 世帯

出生 8 人

死亡 9 人

転入 13 人

転出 25 人

毎日
   ニコニコ

これからも
健やかに大きく

なぁれ！

伊 仙 町 商 工 会 の 窓

   お 買 い 物 は 、ぜ ひ 町 内でお 願 いします。
住   所 伊仙町伊仙 1839-2 T E L 0997-86-2006

「おかばやし」

わが町のアイドル募集！

伊仙町役場  未来創生課 TEL 86-3111（内線 27）お問い合わせ

町のみなさんに素敵な笑顔を届けてみませんか？
毎月 10 日までに、右記二次元コードを読み取り、
必要事項を入力し、掲載希望写真を添付いただき
ご送付ください。

長寿・子宝日本一の
町！

今村 天
あ ま ね

寧ちゃん（4歳0か月）


